[bookmark: _GoBack]平成28年6月16日（木）2日目　　個人スーパービジョン演習　　　　　　
	9：30～11：20
（110分）
9：30～9：50(20)
1 ②



9：50～10：10(20)
③④⑤⑥⑦












	≪1事例目≫第1事例を用いて個人スーパービジョンの演習を実施

1 8人程度のグループを構成　メンバーの自己紹介、司会、書記、参加者、スーパーバイザー役、スーパーバイジー役
進行は、司会が行います。メンバーが自己紹介と役割を伝える。
2 事例の理解
事例提供者（バイジー）が事例の概要についてプレゼンする。
グループメンバーから事例共有のための質問をする。
3 介護支援専門員が求める対人援助職としての指導テーマ、指導内容を受け止める。
事例提供者（バイジー）が「スーパービジョン申込・事前準備シート」に記載したことを読み上げる。
4 主任介護支援専門員がスーパーバイザーの視点で、介護支援専門員の対人援助スキルを他者評価する。
＊「事前ワークシート参考様式４」各自が記載したものを、メンバーに配布し各自が読み込む。
2-①②③の記載内容からテーマを具体化するものになる。
＊14日デモでは「事前ワークシート参考様式４」は、メンバーが記載し回覧した上で2-①②③に記載したものから
1つ選んでメンバーが発表した。
5 上記②③④について司会者の進行によりグループ内で共有、書記は記録する。⇒様式５（Ａ３）
「個人スーパービジョン」ロールプレイ演習　書記シート（参考様式５）を使用し、⑥も行う。　　　　　　
6 介護支援専門員のスキルアップの課題の中から優先度の高い課題を決める。
対人援助職としてのテーマを決める「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　1個人スーパービジョンの実施年月日、2個人スーパービジョンの目的も記載する。
7 上記⑥の課題に対して、スーパーバイザーとなる主任介護支援専門員はどのような準備が必要かグループで討議
	①②③④⑤
１．事例
２．ＳＶ申込み事前準備シート
３．事前ワークシート（様式４）
４．書記シート
　様式５・６・７Ａ４個人
Ａ３グループ 

	10：10～10：40（30）

10：10～10：25（15）








10：25～10：40（15）







	8 ロールプレイによる個人スーパービジョンの演習

9 上記⑥のテーマについて15分程度のロールプレイをバイザーとバイジーで行う。
＊司会は、タイムキーパーをしながら、ロールプレイを観察する。
＊他のメンバーは、ロールプレイを観察する。その際に観察者は、「個人スーパービジョン」ロールプレイ気づきシートバイザーとバイジーの助言指導場面の観察」参考様式７に良い点、もう少しこうすると良くなる等意見メモしながら観察する。お互いの冷静な判断で「もう少しこうするといい」の欄も記載する。
＊書記は、「個人スーパービジョン」ロールプレイ演習書記シート１（参考様式５）の３内容（要旨を箇条書きに）する。
　「４個人スーパービジョン終了時の確認」をバイザーとバイジーが行うが、その内容を書記が記録する。
ここで個人スーパービジョン終了

10 グループごとに司会の進行のもとでロールプレイを振り返る
「個人スーパービジョン」（ロールプレイ）演習　書記シート参考様式６（Ａ３）に書記が記録する。
＊１　スーパーバイザー役、スーパーバイジー役を演じてみてスーパービジョンの機能が発揮できたか。
その他のメンバーは、プレイを見て気づいたことを振り返る。
＊２　日常の業務の中で、事業所で、地域のスーパービジョンを実施するために参考にしたいこと、スーパービジョンから得られる機能について意見交換
11 グループごとに、書記がグループワークの成果を発表する。
「個人スーパービジョン」ロールプレイ演習書記シート様式６の内容を発表する。⇒発表はどの項目か、先生に確認する。
12 事例提供者に事例を返却する。事前ワークシートを各自に返却する。

	

















　実施しなかった。

	10：40～10：50
	休　　　　憩（１０）

	11：50～11：20（30）

	講師コメント

	

	11：20～12：05
	昼食　　　休憩（４５）



